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彙
　
報

）

一
七
九　
（
三
〇
九

彙
　
報

太
田
絵
里
奈
君
提
出
博
士
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

論
文
題
目

「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
生
存
戦
略

―�

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
の
家
系
・
経
歴
・

パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
―
」

　

本
論
文
は
、
中
世
後
期
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
ス
ン
ナ
派
の
盟

主
的
国
家
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
末
期
に
、
財
政
難
か
ら
売
官
制
が
定
着
し
た

支
配
体
制
に
お
い
て
、
二
六
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
文
官
の
最
高
職
で
あ

る
文
書
庁
長
官
を
務
め
、
国
政
に
多
大
な
影
響
力
を
行
使
し
た
ム
ズ
ヒ
ル

家
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
（
一
四
二
八
―

八
八
）
に
つ
い
て
、
そ
の
生
存
の
戦
略
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と

い
う
問
題
を
設
定
し
、
多
面
的
に
考
究
し
た
労
作
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
主

に
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
手
法
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
伝
記
集
や
年
代
記

な
ど
の
同
時
代
諸
史
料
か
ら
集
め
た
関
連
情
報
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
有
力
官
僚
と
同
家
系
の
構
成
員
た
ち
の
経
歴
や
活
動
が
可
能
な
限
り

具
体
的
に
再
構
成
さ
れ
、
婚
姻
に
基
づ
く
人
的
な
紐
帯
の
広
が
り
と
機
能
、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
両
聖
地
巡
礼
を
活
用
し
た
ジ
ャ
マ
ー
ア
（
党
派
）
の
形
成

と
同
地
に
お
け
る
慈
善
救
貧
事
業
の
実
態
、
首
都
カ
イ
ロ
の
イ
ス
ラ
ー
ム

諸
学
の
学
者
た
ち
を
対
象
と
し
た
支
援
・
保
護
・
統
制
の
諸
相
が
詳
細
に

検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
同
家
の
没
落
過
程
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
も
隆
盛
期

と
の
比
較
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
官
僚
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

第
一
章　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
家
系
と
経
歴

　
　

第
一
節　

ム
ズ
ヒ
ル
家
の
来
歴

　
　

第
二
節　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
経
歴

　
　

第
三
節　



カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
と
し
て
の
ザ
イ
ン
・

ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

第
二
章　

婚
姻
を
通
じ
た
家
族
戦
略

　
　

第
一
節　

ム
ズ
ヒ
ル
家
の
婚
姻
結
合
―
概
要

　
　

第
二
節　

官
僚
の
再
生
産
―
書
記
と
し
て
の
教
育

　
　

第
三
節　

任
官
へ
の
支
援
―
母
ハ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　

第
四
節　

執
り
成
し
―
失
脚
に
対
す
る
備
え

第
三
章　

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
ハ
ラ
マ
イ
ン

　
　

第
一
節　

巡
礼

　
　

第
二
節　

ハ
ラ
マ
イ
ン
に
お
け
る
慈
善
・
善
行

第
四
章　



ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
ウ
ラ
マ
ー

　
　
　
　
　

―
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
通
じ
た
理
想
的
官
僚
像
の
形
成

　
　

第
一
節　

同
時
代
ウ
ラ
マ
ー
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
評

　
　

第
二
節　

ビ
カ
ー
イ
ー
と
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン

　
　

第
三
節　

ウ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
と
統
制

結　

後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
社
会
と
官
僚
の
キ
ャ
リ
ア
戦
略

　
　

第
一
節　

官
僚
名
家
と
し
て
の
終
焉

　
　

第
二
節　

総
括
と
今
後
の
課
題



史
　
　
　
学
　
第
九
〇
巻
　
第
二
・
三
号

）

一
八
〇　
（
三
一
〇

参
考
文
献

付
表　

（
１

ム
ズ
ヒ
ル
家
関
連
年
表
、
２

ム
ズ
ヒ
ル
家
系
図
、
３

ザ

イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
経
歴
、
４

ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院

関
係
者
一
覧
、
５

八
七
一
／
一
四
六
七
年
の
巡
礼
に
お
け
る

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
関
係
者
一
覧
、
６

第
四
世
代
の

生
存
年
代
、
７

第
四
世
代
の
割
礼
式
に
関
す
る
記
述
、
８

バ

ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
三
世
の
逮
捕
、
９

後
期
マ
ム
ル
ー

ク
朝
の
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
一
覧
、
10

カ
ー
イ

ト
バ
ー
イ
治
世
の
法
／
文
書
行
政
職
就
任
者
一
覧
）

図
版　
（
１
～
３
）

各
章
の
要
旨

　

序
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
文
民
官
僚
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
の
展
開
、
そ

の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
論
述
か
ら
始
ま
る
。
著
者
は
そ
こ
で
、
後
期
マ

ム
ル
ー
ク
朝
の
文
民
エ
リ
ー
ト
の
出
身
地
・
居
住
パ
タ
ー
ン
・
要
職
獲
得

の
傾
向
性
な
ど
に
関
し
て
統
計
的
な
分
析
を
試
み
た
Ｃ
・
ペ
ト
リ
ー
の
研

究
書
、
一
五
世
紀
の
官
僚
名
家
に
焦
点
を
当
て
た
Ｂ
・
マ
ル
テ
ル
＝
ト
ゥ

ミ
ア
ン
の
専
論
を
重
視
し
、
特
に
当
該
テ
ー
マ
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ

せ
た
後
者
の
成
果
と
限
界
を
踏
ま
え
つ
つ
、
古
代
ロ
ー
マ
史
や
近
代
イ
ギ

リ
ス
史
な
ど
の
分
野
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
集

団
的
伝
記
研
究
）
の
手
法
を
導
入
し
新
た
な
照
射
を
め
ざ
す
こ
と
が
言
明

さ
れ
る
。
検
討
対
象
と
し
て
は
、
財
政
難
に
よ
る
試
練
の
時
代
の
マ
ム

ル
ー
ク
朝
末
期
を
強
か
に
生
き
延
び
た
有
力
文
民
官
僚
、
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
（
以
下
、
ザ

イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
）
に
的
を
絞
り
、
彼
と
そ
の
家
系
、
す
な
わ
ち

約
百
年
に
わ
た
り
有
力
官
僚
を
輩
出
し
た
ム
ズ
ヒ
ル
家
に
つ
い
て
、
サ

ハ
ー
ウ
ィ
ー
（
一
四
九
七
歿
）
の
『
カ
ー
デ
ィ
ー
列
伝
続
編
』
や
ビ
カ
ー

イ
ー
（
一
四
八
〇
歿
）
の
『
時
代
の
明
示
』、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
の
設
立
し
た
ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院
の
寄
進
証
書
（
エ
ジ
プ
ト
国
立
文
書

館
所
蔵
）
な
ど
未
活
用
の
重
要
史
料
を
含
む
ア
ラ
ビ
ア
語
の
関
連
史
料
の

網
羅
的
な
分
析
に
よ
っ
て
そ
の
生
存
戦
略
を
解
明
す
る
、
と
い
う
本
論
文

の
目
的
が
明
示
さ
れ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
は
じ
め
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
先
立
つ
ム
ズ

ヒ
ル
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
諸
史
料
に
基
づ
き
一
三
世
紀
後
半

か
ら
時
系
列
的
に
再
構
成
さ
れ
る
。
ダ
マ
ス
ク
ス
を
中
心
拠
点
と
し
た
シ

リ
ア
の
地
方
名
家
の
ム
ズ
ヒ
ル
家
が
、
著
者
が
「
第
二
世
代
」
と
位
置
付

け
る
バ
ト
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
二
世
（
一
三
八
四
／
八
五
―
一
四
二

九
）
の
代
に
、
有
力
マ
ム
ル
ー
ク
軍
司
令
官
の
シ
ャ
イ
フ
（
後
の
ス
ル

タ
ー
ン
・
ム
ア
イ
ヤ
ド
）
の
実
権
掌
握
と
カ
イ
ロ
進
出
に
伴
っ
て
首
都
で

地
歩
を
固
め
て
ゆ
く
過
程
に
光
が
当
て
ら
れ
、
一
四
二
五
年
に
こ
の
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
父
が
同
王
朝
の
全
書
記
を
統
括
す
る
文
書
庁
長

官
（
カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
）
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
緯
が
詳

述
さ
れ
る
。
続
い
て
「
第
三
世
代
」
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
生

い
立
ち
と
教
育
、
官
僚
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
始
ま
り
か
ら
一
四
六
〇
年

の
軍
務
庁
長
官
（
ナ
ー
ズ
ィ
ル
・
ア
ル
＝
ジ
ャ
イ
シ
ュ
）
着
任
ま
で
の
過

程
が
精
細
に
描
出
さ
れ
、
当
時
既
に
慣
行
と
化
し
て
い
た
要
職
の
就
任
・

維
持
の
対
価
と
し
て
の
金
銭
の
負
担
に
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
耐

え
兼
ね
、
同
職
を
手
放
し
た
経
緯
が
検
討
さ
れ
る
。
し
か
し
翌
年
、
彼
は



彙
　
報

）

一
八
一　
（
三
一
一

フ
シ
ュ
カ
ダ
ム
（
在
位
一
四
六
一
―
六
七
）
の
治
世
に
三
四
歳
の
若
さ
で

同
王
朝
の
官
僚
組
織
の
頂
点
に
位
置
す
る
文
書
庁
長
官
へ
の
就
任
を
果
た

し
た
。
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
（
在
位
一
四
六
八
―
九
六
）
の
長
期
安
定
政
権

の
時
代
に
入
る
と
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
は
同
庁
の
通
常
業
務
に

加
え
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
広
報
官
、
首
都
西
郊
の
ラ
ト
リ
ー
池
畔
の
自
邸
に

お
い
て
国
外
要
人
を
歓
待
す
る
外
交
官
、
さ
ら
に
は
ス
ル
タ
ー
ン
主
宰
の

マ
ザ
ー
リ
ム
法
廷
の
運
営
主
体
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
こ
う
し
た
彼
の
多

彩
な
役
目
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
、
そ
の
意
義
が
考
察
さ
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
同
王
朝
の
官
僚
の
生
存
戦
略
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た

婚
姻
に
基
づ
く
結
合
と
家
族
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
関
し
て
、
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
実
状
が
世
代
ご
と

に
つ
ぶ
さ
に
検
討
さ
れ
、
次
世
代
官
僚
の
養
成
、
官
職
の
獲
得
と
継
承
、

家
系
の
危
機
の
回
避
に
お
け
る
そ
の
機
能
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
仔
細
な
考

察
が
示
さ
れ
る
。
ム
ズ
ヒ
ル
家
に
つ
い
て
は
計
一
〇
件
の
婚
姻
関
係
が
史

料
中
に
確
認
さ
れ
、
こ
の
う
ち
通
婚
対
象
と
し
て
は
高
位
官
僚
な
ど
の
有

力
な
文
民
が
四
件
、
有
力
軍
人
が
三
件
を
占
め
、
ム
ズ
ヒ
ル
家
が
文
民
家

系
と
軍
人
家
系
の
双
方
と
の
間
に
婚
姻
関
係
を
積
極
的
に
構
築
し
て
い
た

事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
が
同
家
の
存
続
に
役
立
っ
て
い
た
と
す
る
。

ま
た
同
家
に
お
い
て
、
家
長
の
死
亡
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
若
年
者
の
養
育

や
官
僚
と
し
て
の
教
育
が
、
先
代
の
築
き
上
げ
た
仕
事
上
の
人
脈
に
加
え
、

婚
姻
結
合
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
た
点
に
着
目
す
る
。
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
場
合
は
、
父
バ
ト
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
二
世
の
死
後

に
母
ハ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
が
再
婚
し
た
、
一
五
世
紀
を
代
表
す
る
カ
イ
ロ
の
シ

ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
の
有
力
ウ
ラ
マ
ー
家
系
、
ブ
ル
キ
ー
ニ
ー
家
の
ア
ラ

ム
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
強
力
な
支
え
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
若
き
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
官
職
獲
得
に
お
い
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ー

ナ
ー
ル
（
在
位
一
四
五
三
―
六
一
）
の
正
妻
ザ
イ
ナ
ブ
の
信
頼
を
得
た
彼

の
母
の
支
援
や
活
動
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
論
及
す
る
。
そ
の
実

態
を
関
連
史
料
の
読
み
込
み
か
ら
初
め
て
明
ら
か
に
し
、
カ
イ
ロ
の
王
城

を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
マ
ム
ル
ー
ク
朝
宮
廷
政
治
に
お
い
て
、
文
民
官
僚

家
系
の
女
性
の
役
割
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す

る
。

　

第
三
章
で
は
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
ハ
ラ
マ
イ
ン
、
す
な
わ

ち
メ
ッ
カ
と
メ
デ
ィ
ナ
の
両
聖
地
に
対
す
る
関
与
の
諸
形
態
が
、
聖
地
で

書
か
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
も
用
い
つ
つ
論
じ
ら
れ
る
。
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
三
回
の
ハ
ラ
マ
イ
ン
巡
礼
の
う
ち
特
に
一
四
六
七
年
に

実
行
さ
れ
た
最
後
の
巡
礼
が
注
視
さ
れ
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に

同
行
し
た
ム
ズ
ヒ
ル
家
関
係
者
や
ウ
ラ
マ
ー
を
可
能
な
限
り
個
別
具
体
的

に
把
捉
す
る
こ
と
で
、
後
者
の
大
半
が
巡
礼
後
も
彼
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の

対
象
で
あ
り
続
け
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
聖
地
巡
礼
が
彼
の
ジ

ャ
マ
ー
ア
（
党
派
）
の
形
成
と
そ
の
紐
帯
の
強
化
に
と
っ
て
有
効
で
あ
り
、

生
存
戦
略
上
も
重
要
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
両
聖
地
に
お
け
る
彼
の

慈
善
事
業
、
具
体
的
に
は
食
糧
の
無
料
配
給
、
マ
ド
ラ
サ
（
高
等
教
育
施

設
）・
リ
バ
ー
ト
（
宿
泊
施
設
）・
マ
ク
タ
ブ
（
初
等
学
校
）
の
設
立
、
既

存
の
給
食
ワ
ク
フ
へ
の
資
金
提
供
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
が
主
に

救
貧
に
力
点
を
置
く
も
の
で
あ
り
、
ウ
ラ
マ
ー
を
主
た
る
受
益
者
と
し
た

首
都
カ
イ
ロ
に
お
け
る
彼
の
慈
善
事
業
と
は
対
照
的
な
性
格
を
帯
び
て
い

た
と
す
る
。
そ
し
て
、
彼
の
巡
礼
時
の
宗
教
実
践
に
つ
い
て
細
か
く
考
察
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し
て
そ
の
宗
教
的
な
傾
向
性
に
ま
で
論
及
し
、
そ
れ
が
タ
サ
ウ
ウ
フ

（
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
）
の
修
得
と
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
と
の
「
直
接
的
接

触
」
を
特
徴
と
し
て
い
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
後
者
の
実
践
が
、
聖
地
メ

デ
ィ
ナ
に
お
け
る
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
廟
の
修
繕
、
及
び
近
接
埋
葬
願
望

に
よ
る
彼
自
身
の
墓
廟
の
設
置
と
い
う
建
設
活
動
に
明
示
さ
れ
て
い
た
と

論
じ
る
。

　

第
四
章
で
は
、
ま
ず
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
関
す
る
同
時
代
の

ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
記
述
が
精
査
さ
れ
、
彼
が
「
理
想
的
官
僚
」
や
「
公
正

の
体
現
者
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ

い
て
著
者
は
、
前
記
の
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
を
含
む
こ
れ
ら
の
ウ
ラ
マ
ー
が
、

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
執
り
成
し
や
諸
事
業
の
便
宜
を
受
け
る
立

場
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
有
力
官
僚
が
ウ
ラ
マ
ー
に
関
わ
る
広
範
な

人
事
権
を
掌
握
し
て
い
た
事
実
を
重
視
す
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
ク
ル

ア
ー
ン
注
釈
学
に
お
け
る
独
創
性
と
い
う
点
で
近
年
再
評
価
の
進
む
学
者

ビ
カ
ー
イ
ー
（
一
四
八
〇
歿
）
が
、
若
い
頃
の
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー

ン
に
つ
い
て
否
定
的
な
記
述
を
残
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の

後
ビ
カ
ー
イ
ー
が
記
し
た
執
り
成
し
を
求
め
る
書
簡
の
分
析
か
ら
、
一
四

七
〇
年
の
神
秘
主
義
詩
人
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
フ
ァ
ー
リ
ド
を
め
ぐ
る
論
争

を
機
に
ビ
カ
ー
イ
ー
も
肯
定
的
立
場
に
転
じ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
首
都
の
ウ
ラ
マ
ー
と
の
関
係
構
築
を
目
的
と
し
て
ザ
イ
ン
・
ア

ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
が
打
ち
出
し
た
、
マ
ド
ラ
サ
創
設
と
ワ
ク
フ
（
寄
進
）
設

定
な
ど
の
学
術
振
興
策
、
宗
教
施
設
の
諸
職
の
斡
旋
や
執
り
成
し
な
ど
、

ウ
ラ
マ
ー
を
受
益
者
と
し
た
方
策
が
検
討
さ
れ
、
父
バ
ト
ル
・
ア
ッ
＝
デ

ィ
ー
ン
二
世
と
の
比
較
を
通
じ
て
そ
の
「
篤
志
家
」
と
し
て
の
特
性
が
指

摘
さ
れ
る
。
ま
た
ワ
ク
フ
の
設
定
が
私
有
財
の
一
部
の
子
孫
へ
の
継
承
を

意
味
し
、
家
系
存
続
へ
の
備
え
と
な
っ
て
い
た
点
も
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら

に
著
者
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
首
都
の
三
人
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
（
主
席
法

官
）
が
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
関
す
る
同
様
の
夢
を
同
時
に
み
た

と
す
る
「
奇
蹟
」
を
伝
え
る
史
料
記
述
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
ス
ル
タ
ー

ン
に
よ
る
様
々
な
任
官
に
も
影
響
を
与
え
得
る
こ
の
官
僚
の
威
力
が
司
法

組
織
の
頂
点
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

結
で
は
、
そ
の
前
半
部
に
お
い
て
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
死

を
経
て
、
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
の
長
い
治
世
が
終
焉
を
迎
え
た
後
に
ム
ズ
ヒ

ル
家
が
没
落
し
て
ゆ
く
過
程
が
、
主
に
年
代
記
史
料
に
基
づ
き
検
討
さ
れ

る
。
そ
し
て
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
成
功
の
要
因
と
の
対
照
を
意

識
し
つ
つ
、
そ
の
子
バ
ド
ル
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
三
世
（
一
四
五
五
／
五

六
―
一
五
〇
四
）
の
五
回
に
及
ぶ
投
獄
と
獄
死
の
理
由
が
考
察
さ
れ
、
人

的
紐
帯
の
更
新
の
失
敗
、
短
期
政
権
が
続
い
た
こ
の
時
期
の
不
安
定
な
政

情
、
通
婚
と
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
双
方
で
ウ
ラ
マ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
が
確
認
さ
れ
な
い
点
、
さ
ら
に
は
度
重
な
る
投
獄
に
よ
る
私
財
の
放
出

に
よ
っ
て
職
の
獲
得
や
維
持
に
必
要
な
資
産
を
喪
失
し
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。
そ
し
て
後
半
部
で
は
本
論
文
の
総
括
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
と
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
事
例
研
究
で
確
認
さ
れ
た

知
見
は
、
官
僚
に
な
る
こ
と
以
上
に
官
僚
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
難
し
い

と
い
う
当
時
の
現
実
、
そ
し
て
官
職
の
維
持
と
家
系
内
で
の
継
承
に
多
面

的
か
つ
長
期
的
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
必
要
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
に
お
い
て
官
僚
の
権
力
維
持
に
求
め
ら
れ
る
主
な
要

素
は
、
①
実
務
能
力
、
②
職
の
獲
得
や
維
持
に
必
要
な
資
産
、
③
有
効
な
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人
的
関
係
の
三
点
で
あ
り
、
③
に
つ
い
て
は
、
垂
直
方
向
に
機
能
す
れ
ば

官
僚
の
再
生
産
に
役
立
ち
、
水
平
方
向
に
機
能
す
る
と
執
り
成
し
や
推
薦

者
の
獲
得
に
効
果
的
で
、
投
獄
な
ど
家
系
の
危
機
へ
の
備
え
に
も
な
っ
た
。

こ
う
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
特
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
宗

教
エ
リ
ー
ト
の
ウ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
場
合
は
、
ム
ズ
ヒ
リ
ー
ヤ
学
院
な
ど
の
宗
教
施

設
を
通
じ
た
便
宜
供
与
に
加
え
て
、
重
要
な
諸
職
の
任
免
権
の
掌
握
が
顕

著
で
あ
っ
た
。
最
後
に
著
者
は
、
本
論
文
で
論
じ
た
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
生
存

戦
略
は
、
他
の
官
僚
名
家
と
の
比
較
に
よ
っ
て
そ
の
特
徴
が
さ
ら
に
鮮
明

に
な
る
と
し
、
ム
ズ
ヒ
ル
家
と
も
関
係
の
深
い
シ
リ
ア
系
の
有
力
な
文
民

官
僚
名
家
で
、
慈
善
事
業
に
は
熱
意
を
注
ぐ
こ
と
の
な
か
っ
た
バ
ー
リ
ズ

ィ
ー
家
の
研
究
を
次
な
る
研
究
課
題
と
し
て
掲
げ
る
。

審
査
要
旨

　

後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
有
力
文
民
官
僚
で
あ
っ
た
ム
ズ
ヒ
ル
家
の
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
に
照
準
を
定
め
、
そ
の
生
存
戦
略
に
つ
い
て
多
面

的
な
解
明
を
試
み
た
本
論
文
の
卓
越
性
は
、
特
に
以
下
の
諸
点
に
お
い
て

確
か
に
認
め
ら
れ
る
。

　

第
一
に
指
摘
す
べ
き
は
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
手
法
を
マ
ム
ル
ー

ク
朝
の
官
僚
研
究
に
初
め
て
本
格
的
に
導
入
し
、
同
王
朝
史
に
お
い
て
著

名
な
こ
の
実
力
者
の
官
僚
と
同
家
系
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
伝
記
集
と
年

代
記
を
中
心
に
ア
ラ
ビ
ア
語
諸
史
料
の
膨
大
な
記
述
を
丹
念
に
読
み
込
み
、

関
連
情
報
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
分
析
し
、
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
史

的
実
像
を
精
細
に
明
ら
か
に
し
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
上
げ
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
特
に
、
当
時
の
学
者
た
ち
に
共
有
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
省

略
し
た
部
分
が
多
く
、
記
述
の
真
意
を
的
確
に
読
み
取
る
の
が
難
し
い
と

さ
れ
る
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
の
二
つ
の
伝
記
集
、『
輝
く
光
』
と
『
カ
ー
デ

ィ
ー
列
伝
続
篇
』
に
つ
い
て
は
、
太
田
君
が
そ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
高
度
な

読
解
力
と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
ウ
ラ
マ
ー
に
関
す
る
該
博
な
知
識
を
駆
使

し
て
丁
寧
な
解
釈
を
施
し
、
十
全
に
活
用
し
た
。
こ
の
史
学
的
貢
献
は
高

く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

二
つ
目
は
、
単
に
有
力
官
僚
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
有
力
官
僚
名
家

の
家
族
史
の
詳
細
な
再
構
成
に
留
ま
ら
ず
、「
生
存
戦
略
」
と
い
う
問
題

の
検
討
を
終
始
貫
き
、
同
王
朝
の
ア
ラ
ブ
官
僚
を
め
ぐ
る
研
究
に
新
た
な

地
平
を
切
り
開
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
官
僚
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
、
時

に
緊
張
も
は
ら
み
つ
つ
確
た
る
信
頼
を
築
き
上
げ
て
い
っ
た
マ
ム
ル
ー
ク

朝
王
権
と
の
関
係
、
婚
姻
結
合
と
い
う
私
的
領
域
、
聖
地
へ
の
巡
礼
と
そ

こ
で
の
慈
善
活
動
、
宗
教
エ
リ
ー
ト
の
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
を
対
象
と
し

た
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
と
い
う
、
一
見
す
る
と
相
互
に
如
何
な
る
関
係
が
あ
る

の
か
と
思
わ
せ
る
各
章
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
「
生
存
戦
略
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
に
見
事
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点

は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
当
該
分
野
の
先
行
研
究
に
な
い
重
要
な
達
成
で
あ
り
、

今
後
の
当
該
研
究
に
も
新
た
な
指
針
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

三
つ
目
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
諸
施
設
の
新
築
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
や

ム
ス
リ
ム
聖
者
崇
敬
へ
の
傾
倒
、
慈
善
救
貧
活
動
な
ど
に
注
目
し
、
文
民

官
僚
で
あ
っ
た
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
個
人
の
宗
教
的
な
実
践
を
詳

し
く
明
ら
か
に
し
、
そ
の
内
面
的
信
仰
や
宗
教
感
情
に
ま
で
肉
迫
し
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
王
朝
の
官
僚
た
ち
の
宗
教
的
な
指
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向
性
や
実
践
に
関
す
る
研
究
は
総
じ
て
未
だ
手
薄
で
あ
り
、
本
論
文
は
そ

の
新
た
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
の
価
値
も
有
し
て
い
る
。

　

四
つ
目
は
、
本
論
文
が
官
僚
の
歴
史
研
究
、
国
制
史
・
政
治
史
研
究
に

お
け
る
意
義
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
テ
ー
マ
の
社
会
史
や
所
謂

「
ジ
ャ
ン
ル
史
」
に
資
す
る
部
分
を
随
所
に
内
包
し
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
母
ハ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
政
治
面
の
重

要
性
を
鋭
く
指
摘
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
史
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
史
研
究
、
女
性
た
ち
へ
十
分
に
目
を
凝
ら
し
た
家
族
／
ハ
ウ
ス
ホ
ー

ル
ド
の
歴
史
研
究
へ
の
本
論
文
の
寄
与
も
見
逃
せ
な
い
。
さ
ら
に
、
前
述

の
信
仰
実
践
に
も
関
わ
る
が
、
文
民
官
僚
の
イ
ス
ラ
ー
ム
巡
礼
の
遂
行
や

聖
地
へ
の
関
与
の
実
態
解
明
と
い
う
新
領
域
の
開
拓
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
サ

ダ
カ
（
任
意
の
喜
捨
）
と
ワ
ク
フ
（
寄
進
に
よ
る
永
続
的
サ
ダ
カ
）
の
史

的
研
究
に
新
た
な
事
例
考
察
を
追
加
し
た
と
い
う
貢
献
も
認
め
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
聖
地
メ
デ
ィ
ナ
の
預
言
者
モ
ス
ク
で
説
教
を
担
う
学
者
と
し
て

の
能
力
を
備
え
、
ウ
ラ
マ
ー
の
支
援
保
護
に
尽
力
し
た
学
者
官
僚
ザ
イ

ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
を
中
心
的
な
考
察
対
象
に
据
え
た
こ
と
が
、
当
該

期
の
学
者
た
ち
に
関
す
る
新
知
見
を
副
次
的
に
数
多
く
も
た
ら
し
、
ウ
ラ

マ
ー
の
社
会
史
研
究
に
も
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
充
実
し
た
一
〇
点
の
付
表
も
そ
の
綿
密
さ
に

お
い
て
当
該
テ
ー
マ
の
研
究
水
準
を
引
き
上
げ
る
作
業
成
果
と
し
て
特
筆

に
値
し
、
今
後
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
史
研
究
に
有
用
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
新
た
な
学
術
的
貢
献
が
確
認
さ
れ
る
本
論
文
で
あ
る
が
、

残
さ
れ
た
課
題
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
論
文
は
、
複
数
の
官
僚
家
系

を
取
り
上
げ
た
マ
ル
テ
ル
＝
ト
ゥ
ミ
ア
ン
の
大
著
を
部
分
的
に
塗
り
替
え

る
新
成
果
と
い
え
る
が
、
こ
の
先
行
研
究
に
関
す
る
論
述
が
意
外
に
も
淡

泊
で
あ
り
、
そ
の
批
判
的
論
評
に
さ
ら
に
多
く
の
字
数
を
費
や
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
本
論
文
の
副
題
に
も
あ
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
意

味
は
読
み
進
め
る
う
ち
に
徐
々
に
鮮
明
化
し
て
ゆ
く
が
、
序
に
お
い
て
そ

の
概
念
を
充
分
に
検
討
し
、
定
義
を
明
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
中
東
や
環

地
中
海
圏
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
や
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
関
係

を
論
じ
た
研
究
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
本
論
文
の
位
置

付
け
も
明
瞭
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
信
仰
実
践
や
内
面
的
な
宗
教
性
の

問
題
に
関
し
て
い
え
ば
、
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

に
お
け
る
傾
向
性
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
教
団
或
い
は
流
派
と
の
実
際
の
結
び

付
き
に
つ
い
て
、
ス
ー
フ
ィ
ー
に
関
す
る
同
時
代
史
料
の
精
査
か
ら
さ
ら

に
解
明
し
得
る
部
分
が
あ
る
だ
ろ
う
。
太
田
君
が
関
連
諸
史
料
の
博
捜
に

並
外
れ
た
努
力
を
重
ね
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
同
君
が
未
見
の
、
ス
レ
イ

マ
ニ
エ
図
書
館
所
蔵
の
イ
ブ
ン
・
イ
ヤ
ー
ス
の
自
筆
稿
本
の
年
代
記
『
真

珠
の
首
飾
り
』
な
ど
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
複
数
の
図
書
館
に
お
さ
め
ら
れ

た
幾
つ
か
の
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
に
も
関
連
記
述
を
見
出
す
可
能
性
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
調
査
の
余
地
が
あ
る
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
審
査
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
指
摘
す
べ
て
に
対
し
て
太
田
君
は
誠
実
に
応
答
し
、
今
後
の
課
題
と
し

て
さ
ら
に
研
鑽
を
積
む
決
意
を
表
明
し
た
。

　

以
上
の
と
お
り
、
太
田
絵
里
奈
君
の
本
論
文
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
文

民
官
僚
と
そ
の
家
系
に
関
す
る
実
証
的
な
事
例
研
究
と
し
て
類
を
見
な
い

緻
密
さ
と
独
創
性
を
備
え
、
世
界
的
に
も
最
先
端
に
位
置
す
る
研
究
成
果

で
あ
り
、
審
査
員
一
同
は
博
士
（
史
学
）
の
学
位
に
十
分
に
値
す
る
も
の



彙
　
報

）

一
八
五　
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三
一
五

と
判
断
す
る
。

論
文
審
査
担
当
者

主
査　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
・

長
谷
部
史
彦

　
　
　
　

同
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員

副
査　
　

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
教
授
・

野
元　
　

晋

　
　
　
　

同
研
究
所
副
所
長

副
査　
　

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

黒
木　

英
充

　
　
　
　

言
語
文
化
研
究
所
教
授


